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神 経 に 偉 人 の お そ れ あ るt.｢藤 病 舎 1※

甘 簾 の 露 蘭 病 に つ い て

some serious f■oTeign sugarcan･e diseases which

might occur 豆n okinawa･1･

島 袋 俊 一

(琉球大学農学科)

世界の甘戯作地帯には沖組に寝入するおそれのある重

要な甘廉射 酎 :こV,くつかあるO以下をの解説を試みたい

が第-にとりあげたのは甘燕の露蘭痛一名べと病 (英名

.Lownymildew ot･sugarcane)であるO本橋は58年

嚇宮古島に発生したと新開忙報じられたことがあるが.～

率い後で誤認と判明した｡台籍においてはすでに古くか

ら姐られてお り､亦同地より魔笛の導入もよくあるので

沖縄に侵入する'可能性が非常に大きvl｡今回台湾大学の

松本博士から木桶のさく脚 と若干の文献をVlただvl

たので大略を抱 起したいbなお台湾大学におtrttLは松木

博士らが木蘭 の蘭学的研究を行な ってiJlるO本稿はそれ

らを参照しなから大部別 離)文献 (10)によった･oけだ

あるQ

l. 本病 の世界 にお･ける分布 と雅兄の歴史

ォ一利 -テ･)ヤ紅おける木桶糞塊は地域によって異なや

鯨 化ダインスランドの Herberr河地域で姐 9冊 三であ

るbなおオ-ストラリヤで酎 9dl年および1957年にも発

生している｡剰 ･jでも燭部的に多少の経翻 勺被害をうけ

るが､.きわめて隆少のようであるoなおオーストラ')ヤで

はN･ew Guineaから甘簾を導入したので本所も同時に

伝わ ったものと思われてVlるよただしNew Guineaから

をの発蓮如学問的正確さで 知られた のは1937年である

(l･0)｡同地では特にPuTar潮 の6･000沢の水源地に沿

ぅて野生すが ucc- 1L"リPonLa･rAeum が木桶におかざれ

てV.る之｡

FijiのRarawa且 Mil川こおいてはクインスランド地方

と同年に記録されているか九956年まで引続き同島の脅威

とな ってVlるr｡

印度においてはた っか 凋 1938年の夏に Rusa地方の

co.316から舶 丙の発生が報告されてVlるがそれ以後今

日敦で何れの地方から屯発生の報告がなvlo

w es他n氏によればi､92腫 台湾中部の旧総督府育苗所

からブイリツピンに魔笛を入れたので､それに附潜した

恥のではないかと.云うが疑わしv l,o何となれば当時の蘭

藤 琉球大学戯家政Ⅱ学部慶学科植物病理学

萄僚第19号

箇所に露蘭病の発生がなか ったからである｡その後にお
Lq

いてもフイ リツピン七は少くと勘重要病害とな っていな

VヽO
台湾におV,て 未満が観察されたのは1909年4月で､糖

業試験場内のオーストラリヤから導入の甘腰を植付けた

圃場におvlてであ ったOその後年を遂 うて拡変り或圃場

では43･5,%に遷したこともある(8).しかし今田で蔭同

島の重要病害と披いえないようであるO但し台北大草や

台浩台両市の台湾糖業試験所に虫V,て本病の研究が引続

き今日も行われてVlることは前述したOタイ国に患V'て

は1932年､1938年匿発生の報告がある｡ジャバからは発

生の報告が全 くなく文献 (6)にも見えなvlo 結局本病

は兼太平洋地域と印度に限られて怠 り西半球の国 か々ら

は報告されていない0

2.才丙 徴

病徴は本店の経過につれてその棟相が異 って くる｡巌

も署Lv,病故は､

1. 兼に輩黄化症状 (集緑葉が部分的に発達しなV,か叉

は停止するため黄色.となるO)の粂練ができる.

2. 薬の病徴が青くなるとこまか く裂けてくる0

3. 巣状な刺戟をうけて植物体が健全なものよりも著し

く延伸成長をするOさらに詳 しく説明すると兜づ盤に黄

色がか った条線ができる｡紡すV,状にな ってV,る若葉か

ら現われ次第に外側の葉に及ぶ.黄色かか った条線は段

A鉱がりつVbに集の全長 (少 くとも集身の全体)におよ

蕊 .引焼き4.5枚同じ徴候を呈する｡ 病徴披基の生長に

つれてますます著しくなり始め秩禄色だ った成基が黄色

くなるo架が老成すると披病した組織がこわれて条線も

やがて赤色となりつtrlに暗赤色となる匂条線は始め菓脈

問に限られ寅直でをの縁辺も此収的明際であるo条線の

長さは亀JTで1吋から数吋にお よび,また前述のようにし

ばしば集の全長におよぶo 条線oL巾も色火でImmから

感受性の晶癖では 5cm位のもある｡この癖ヨガは冬期と

か寒vIErが続 (.と夏期に潜けるよりも細 く放るようであ

る0第二次感塊の炉珪Fは一層判然とする｡

温度高く湿度も十卦あるときは卦金子棟や分劇 包子が

.発達するので光が由色ビp-ド状となるo病茎からとつ
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た健首の植物体は全部席徴を現わす｡

圃場において第二次感染をすると植物体の生長は刺徹さ

れる｡即ち被病茎の直径は小さV,が高さは健全茎より早

く伸び､ かつ甘燕の生育期間中のび続けて約2倍の高さ

となることかある.かかる 茎の先端の若輩;･*色がなくあ

とできれざれになる｡

Leece氏の記載によると､かかる墓跡軽くて昔かく､も

ろくて氷卦を含むよ云 う｡集の数は少なく､短かく､し

ばしば正常に仏らかなvlで先端が互に密着して象れかか

りやがて細 く裂けてくる｡被病康から出来る他の植物体

按小さく.発育が農弱であり､古 くなる･と略に集が仏ね っ

て細 く裂けることがある.一般に被病薬が老成して卵胞

子のできる頃は集身は細か く裂けてV,わゆるササラ様と

なる｡本病菌の属する Sciero坤ora属は粟のささら癖

とノ同一属であることが考えられる9

3.本病F々原画とその生蝦

甘庶路薗病の病原微生物は前述のようにJcLerosi'oTaS0-

cchLm"Miyakeと云 う糸状菌であるO最初の発案は1911

年三宅勉既により台湾から日本文でなされた.同氏によ

る病原菌の記載は次の通 りである｡

卦生胞子 (Conidia):楕円形叉は長橋抑防､頂端は

円く､基底は少しく突頑､21-41ミクロン､透明,膜は

円滑であるO

分生子梗 (Co･nidiophore):薗糸状､ 軽立､ 基部か

ら1-2本生ずる｡透明にして長芋160-170ミク打ン.脱は

薄 くて円滑､基底は少しほをV,｡1或は2個の隔壁があるo

中央部は基部D2-3倍の巾があるO項部は2-3回卦放し

拡 っているO各卦晩は低 く太く全体が金碓形を畳するO

磯卵器 (OolglOniuTn):赤褐色､不正槽円形､股は数

個のヒダをつ くる｡49-58ミクンPX55-73ミクpン○

股の厚さは一棟でなvlo細かくさけた葉の組軌の中につ

くられる｡

卵胞子 (Oospore)‥球状にして黄色､4(ト50ミクロ

ン｡膜厚3.5-5ミクロン

文献によりそれら鰭宮の重態の大略を記すo

分生子蟹は薄膜で段初内部は顛粒状をなすか別封勉子

が成熟すると透明になるQ気温と湿度がPcの発育に好適

であれば､午後サ時半に分生子硬が最初に現われ､二時

間以内紅､ 即ち暗 くな ってから5時間後に最初の成熟し

た卦生胞子が発生する｡Leece(1941)のクインスラン

ドにおける成場実 験によれば 卦生昭子 の準成は 15･5J

c以下では行われず 17.5oCで非常 に落ち3丑○̀C以 上に

なると止むとのちとである｡また松本磯博士 (1957-19

58)仕最低13oC最高31oCを､ そして卦生胞 子造成の

最盛期の温齢は22-25oCを記録しているa

湿度の影響力きわめて大きく90%以下でか胡包子造成が

著しく低下する.かつ圃場における胞子造成は比叡的媛

V､ところにおV､てのみ観察こされ同博士の最近の研究によ

れは夜間の湿匿の高い･ことが必須とされている｡また明

暗の交互作用が影暫し光が十卦でないと胞子形成も十分

でなvlo例えば日中塵天がつづ くと胞子が就少するO

卦生胞子は成熟すると間もなく教生子硬から卦離し､.

発芽管によって発芽する｡画境における発芽は早朝に始

まり日光と共に最V,発芽管が発育する｡発芽にも高vl湿

度が必要であるO

である｡ (其他伝播の塀参照)

卵胞子の発育に如何なる要因が作用するか未だ知られ

てV-1なV,.o然し卵胞子の発育は此峡的旗期間にお こり､

その時期は甘燕成熟と寒冷な気候と相伴う時期である｡

卵胞子は葉肉の孟臓 に大愚に生ずるかその事が無脈を裂

けやすくする原因とな っている｡ 卵胞子には不正形の小

男須粒と此硬的大型の粒子が1-3個含まれ{いるQ因に卵

胞子を包蔵する器官を磯卵器と云うが液卵器の膜蛾卵胞

子の球形に次第に順応してくるが始めは数個の鮫があ っ

て不正形でこぼこである｡

絵本博士 (1957-1958)は台湾において細裂集から卵

胞子をとりこれをスライ ドにのせ水分の十卦なべ トリ皿

中に保 って発芽を試みてVlる｡すると数日中に卵胞子の

周鵬から菌糸 (有隅菌糸が多V,が撫隅蘭糸もある｡)を

生ずるが､ 引続き球状体(SpherlcaTlbody)が卵胞子

内に生ずることを観察した｡球状体はまた日光の照射す

る鵜敵組に出来ることもある..大をさは12-18ミクpン､

10-20ミクロン｡これから発芽管に似たProcotuberance

を生じたものもあ った｡ 球状体の形成は不良環境の場

合に限られるようであるがさらに研究の静があるとのこ

とで払る｡

躍歯痛の菌糸は芽と茎に見出されるが茎においては成

長点の近くに存在する｡菌糸は無色､舶粉塵､匿径不同

であるO吸鰭は容易に見出される那覇酢 しくとき忙いく

らか枝分れ してV'る｡

4.二本病の伝播

披病の梗塞や分封海手が本柄慌僻の有力な原因のよう

に思われる.卵胞子から感放せしむることはむしろ困難

である｡ 横笛を使用すると殆んど必ず病棟が生ずるの

で､横笛を通じて速肺の土地に水府を迎搬する機会とな

る｡

牙鎧胞子は温暖湿潤な夏の夜に生産され感染もこの時

期vt商V,｡卦生胞君は卦鹿子観から落下する･が催 く小さ
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V,のでをの伝播は当時の空気の状態に左右される.又雨

滴により植物から組物にばねかえることも想像される0

校未博士によれば､ 卦生胞子は自準状態で午前州寺に落

下し始め 1時隼より漸次増加し2時半に最高ぬ重し午静1

時に最少となるが5-5;30までつづ くとOこのことは湿度

忙閲旅あるが昼夜間即ち暗さには関係がないo

胞子は乾燥と田光に敏感で条件がよくても数隙間生者

するのか C=あるで 亦卦!;巨.胞子がたとvl途方へ伝敵 する

把rLてもと10G栄を越えなvlと思われるO植物体の如何なる

組織を最初に使すか明 らかでないが､側芽などの若い阻

織､幼条､若灘など感放しやすvl苦である｡つまり虜の

粛温湿潤な気候で甘簾が生長期にある場合はその伝播も

二穐きvlと思われる｡

例えば新しい切株は容易に感染し比麿的抵抗性の強V'

品種も晩春から夏期にかけて温暖の時卦には被衛する｡

敦尭1946年夏のクインスランドの大発生は､激 しV'願で

甘兼の華がす っか り劇落して茎が露出するようになって

から米たものである｡ つま■り茎の露出や引統き温暖な

曳候がつづくことや藤雨IrJ:本樹の発生忙好条件をもたら

す｡:卦射 亀子の繊細な構造や短かV埴輪 カ､夜間旺盛産

されるなどのことから､盛を鍵まま赦具､乗物衝､動物

紅旗 ･つ.ぜ逮願の地把遊ばれるとは思われなV,b

卿胞子が淋病の伝櫛に､放た休眠胞子_としpt越年に関

係があるかどうかにつV,ては十分判然してVlない｡

5..寄生範 囲 (Ⅱ鵬trange)

･未病はトウモ ロコシ､モ ロコシ､テオシン トに発生す

る｡Le･ece民によれば トクモ･｡コシ､テオ シン トやこ患い

ては卦鐘胞子陛代のみ知られている｡然して卵胞子はサ

Eyやキビだけから報告されているoまた Guineagrass

(-tTLrulc細 ;merxl-mzJm)1Para 即aSS･(BrochgarF.aPur一

PWaSCeuS)ヒエ(EcIN'no･CJalodfru7"nta･;Ca)､別ephant

即卵S(p- isebJTlもfurPye7Lm)､ Pear孔-王etet(P仰 -

Bc花mlct･um軸Phoides)､Rhodesgrass(rChLo一･gs･.gq少Ona
玉rlanthus(Eye-anLLi甲･Car･uqd血accum)は露蘭滑にかか

った甘頗柵の近 くに植えても発病しなvhD

6.品硬の感空襲年生

露酋病樹 する甘魚品髄の感受性披､非常に弱vyものか

ら非常QC強vTもの敦でいろtr,ろ&.らてをの幅が非常把払

うV､｡約 台ぬer患よびChumneeーを親とずる鼎種は感受

性になるのが普轟であるo感受性の品種転嫁次のものが

ある｡

Troj･aふ､Ⅴ甲声坤､F､,134､P;T･,43一二52､

またrFり窮の班肝性ある品種に､

co.290､r.1135､E.K.28､Pompey､n･50､

抵相 生があり､普 くは高度の紙抗性ある品硬に･

C.p.29/116､Atlas.Co.301､ Comus､Pindar､唱

adila,P.0.J.2725､a.25､m ･28､N=Co･310､-ワ

イ櫨の2e-～,1291､31-248413三一8560､3T-1933

がある｡ (文献 (10)によ･るq )

7.本病の防 除 法

1. 育種尊者と病理学者か協力して其土地に適して経

済的に有利な抵抗性品種を栽培することが必要であるo

今日多 くの地方で蘇病のために-甘薦踏某の虫びやかされ

ることばなvlか全 く抵坑隆品種栽培の結果である0

2. 本病の末感染地区把おV,ては植物検疫所D検疫に

ょ って防止すべきであるO特:rt甘燕優宵は故意せねばな

らぬ 0

3. 被病地区よりの採苗は絶体禁止すべきである｡

4, 顔淵で蜘南棟抜放 り･を執行して未満を根絶せしむ

ることができた｡

･5. 被摘植物は.ち-tより その周辺の健全植物 も典に3

択以上の理さで地尊に埋故する0

6. 被病地区の早期収健ならびにその裁さを,もすべて

凝却する｡

7. 披病地またはその近 くに トウそ .Pコ.シ薄チオシン

トの如き抵抗性の弱いものを裁縫しない こと.

8. 株出しや連作をやめるとと｡

9･ 文献(8)に'よると朱学蛍氏は台籍において蘇苗の

温湯処理に羊.って被病の粛苗を防除してtJlるo 即ち5-2o

Cの温湯に.60分処濁したところ発芽筒の 9.4･7-100'cc/は

何等の病徴も示さなか ったと云 う｡さらに初め Wo-C.i

4.69C甲温湯で30卦予備処琴してから.上記の温水紅処理

したもの棟殆んどをの防除が完全だ っ歴史報じで.やる｡

然してこの軌揚地硯がこよ,･つに頗儲'の発節と健全は些磯_掃
】

われ,なかrゥ夜曲であるO■

.8･.蘭病圃痕に潜ける薬剤卿漁の万活性未だ記蕨が改

Vlo
文

1. T.Miyake_191rR砧ortdf-wG経 .df:the.

su宮ar.ExLpt.St舶.-Go息em.rdrf去FOrmds-aiで=iセ

o'f~Path610g..Btill∴N臥し1.

nedisc-ases-,ntDtkno柵 ,tofotcur-:inC描BAL.-

TTOpicatPl.antrR商号等Ttb Fotmd虐tiBn.
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A. 薬の革黄症状

B. 末席の特敏たる異状成長の植物

C. 卵胞子が多爵する細裂せる髄

Lact-Phenolcottonblue 卵胞子(下方円周の部分)

で染色した十分成熟の身重 か ら出て くる空胞の菌斉｡

胞子 文献(10)P.1L14 菌糸の卦肢点か くびれて

いる(矢印)O文献 (12)

P.110

3. 桐生知次郎 1938

x-13(I｡
4. 桐生知次郎 1938
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13.呂理栄 (Lii･sinLeu)1962甘燕囲蘭滞徴観野茂
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摘 要

l. 目下神棚にをの発生を見なvlが､外国の燕陣地鰐

より伝柿の可能性ある甘粛疾病の解脱を餅か,第一に甘

蘇梯蘭 (ペと)病をとりあげた.

2.木簡D簡単的岨びに唾簡単的研兜は寅として舟北

大単松本親簡便らによってすすめらてV,る｡それらの7k

鰍を参照しつつ主として文献 (10)によって木棺をInJV,

た｡

3. をの発生は,n,今西単球にないこと｡ 帰敬として

敬に部費症状の粂縦のあること､被宙の壁成瀬が細か く

裂けること､植物体が異状の延伸成長を行 うE.とをあげ

た｡

4. 木簡の病原蘭たるS-charosL"ra90ccha".Miyake

の形態的ならびに生敏的事項を詳述した.

5.最後に感受性ならびに抵抗性晶唖の名称と防除の

大要Qこつ∨･,てのべた.


